


























































2 W 大正蔵経~ 18-824b-....c。
3 井上ー稔「十一面観音像の表現一日本における展開を中心として一J(Wシル
クロード学研究~ 11、平成 13年)。








































































だし、玄奨訳『十一面神呪心経~ (唐 ・顕慶元年 (656)ころ) 9と不空






























11 W大正蔵経~ 55 -1123b。
12 W 大正蔵経~ 55-1111c。






(前略)次説順諸念講法 復択清浄吉祥地 或在山間及池辺 或在
伽藍精室処 或仏舎利神塔中(中略)復次安置本尊者 行者自須敷巳

























































(W文化学年報~ 63、平成 26年)、佐藤全敏「観心寺如意輪観音像 再考J
(W美術研究~ 413、平成 26年)。なお、津田徹英「観心寺金堂 如意輪観音












































の元慶 7年 9月 25日に、宗叡により「門徒中之首兄Jとして観心寺座


















貞観 10年、宗叡は真紹から観心寺を相承した(同年 1月 23日付「権
少僧都真紹付属状J23) そして翌年 6月 13日、観心寺は定額寺に列せ



































母)願文では清和を「金輪j と称しており、同年 8月 28日条の恵亮の
上表文では、清和を「金輪陛下j と呼んでいる 26。このような状況下に
24高橋早紀子「東寺西院不動明王像の制作における宗叡の関与J( W日本宗教































図 1 、 2 は伊東史朗責任編集『日本美術全集~ 4 (小学館、平成 26年)
より転載した。
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